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■
発
行
人　
飯
山
市
農
業
委
員
会
長　
伊
澤
春
一

■
編　
集　
飯
山
市
農
業
委
員
会　
情
報
委
員
会

   小笹　喜久夫
   常盤、小泉
農業振興副委員長

　

こ
の
度
の
農
業
委
員
の
改

選
に
よ
り
、
再
度
農
業
委
員

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身

で
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業

委
員
も
今
回
か
ら
大
幅
な
定

数
減
で
公
選
・
選
任
併
せ
て

18
名
体
制
で
の
業
務
執
行
と

な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
に
よ
り
そ
の
任
務

を
果
た
し
て
い
く
決
意
で
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
農
業
の
お
か
れ
て
い

る
状
況
は
、
農
業
就
労
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど

に
加
え
農
産
物
価
格
の
低
迷

で
年
々
地
域
内
農
業
生
産
額

の
減
少
を
き
た
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
か
ら
始

ま
っ
た
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
制
に
よ
る
食
の
安
全

安
心
確
保
の
対
応
な
ど
難
し

さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
国
で
は
、新
た
な
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
実
現
と
農
政
改
革
の
名
の

基
に
平
成
19
年
度
か
ら
大
き

く
農
政
転
換
の
た
め
、「
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
」「
米

政
策
改
革
推
進
対
策
」「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

の
三
本
柱
を
実
施
す
る
方
針

で
あ
り
ま
す
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
で
は
、
地
域
に
お
い
て
規

模
の
大
き
い
担
い
手
農
家
を

い
か
に
確
保
す
る
か
が
大
切

に
な
り
ま
す
が
、
担
い
手
に

な
れ
な
い
農
家
の
対
応
と
し

て
の
集
落
営
農
組
織
の
確
立

が
当
地
で
は
特
に
必
要
で
あ

り
ま
す
。
米
政
策
改
革
推
進

対
策
で
は
、
行
政
主
体
か
ら

農
業
者
・
農
業
団
体
が
主
体

と
な
り
、
米
の
生
産
調
整
を

進
め
る
た
め
に
、
よ
り
農
業

者
の
理
解
と
協
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
水
田
農
業
環
境

保
全
対
策
で
は
、
か
け
が
え

の
な
い
農
業
資
源
を
生
か
し

守
る
た
め
に
地
域
住
民
皆
で

考
え
て
取
り
組
み
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
は
、
各

国
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
交

渉
が
凍
結
さ
れ
、
再
開
の
め

ど
が
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

農
業
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し

て
ほ
っ
と
し
て
い
る
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
二
国

間
で
の
貿
易
交
渉
に
主
体
が

移
行
さ
れ
る
事
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
の
農

業
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

要
請
活
動
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
多
く
の
課
題
が
山
積
み

し
て
い
る
の
が
農
業
の
情
勢

で
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

共
に
課
題
の
取
り
組
み
を
進

め
「
元
気
な
地
域
農
業
」
を

目
指
し
て
が
ん
ば
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就　
任　
あ　
い　
さ　
つ

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る

７
月
９
日
に
告
示
さ
れ
た
飯

山
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一

般
選
挙
は
、
今
ま
で
２６
人
で

あ
っ
た
定
数
が
今
回
か
ら

１４

人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、立
候
補
の
届
出
が
あ
っ

た
の
が

１４
人
で
あ
っ
た
た
め
、

無
投
票
と
な
り
、
７
月

１６
日

に
開
か
れ
た
選
挙
会
で
当
選

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

学
識
経
験
者
等
か
ら
選
ば
れ

る
選
任
の
農
業
委
員
４
人
も

決
ま
り
、
新
体
制
は

１８
人
と

会　
長

伊  
澤　
春  

一

新
役
員
が
決
定    三ツ野　幸美

   常盤、大倉崎
農政対策副委員長

 水野　晴光
 太田、五束
農政対策委員

 山﨑　信男
  木島、吉
農業振興委員

 西川　允久
 飯山、有尾
農政対策委員

 小林　隆行
 外様、顔戸
農業振興委員

 丸山　花子
 瑞穂、柏尾
情報副委員長

 清水　靖雄
柳原、藤ノ木
農業振興委員

岡本　正人
瑞穂、中組
 情報委員

 久保田　幸治
岡山、藤沢第二
   情報委員

  吉越　昇
 瑞穂、関沢
農政対策委員

  今井　寛
木島、野坂田
  情報委員

 江口　清重
岡山、羽広山
  情報委員

小野沢　さつき
 木島、下木島
  情報委員長

   松本　廣四
   飯山、上倉
農政対策委員長

 大口　千恵子
  太田、北条
農業振興委員長

会長職務代理
 田中謙一朗
 秋津、中町
農業振興委員

　  会長
 伊澤　春一
 太田、五束
農政対策委員

新
農
業
委

１８
人
の
顔
ぶ
れ

員い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
の
任
期
は
、
本
年
８
月

１
日
か
ら
平
成
２１
年
７
月
３１

日
ま
で
の
３
年
間
。）

　

新
し
い
農
業
委
員
に
よ
る

最
初
の
農
業
委
員
会
が
８
月

１
日
に
開
か
れ
、
組
織
体
制

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
長
に
伊
澤
春
一
さ
ん（
太

田
）、
会
長
代
理
に
田
中
謙
一

朗
さ
ん
（
秋
津
）、
農
業
振
興

委
員
長
に
大
口
千
恵
子
さ
ん

（
太
田
）、
農
政
対
策
委
員
長

に
松
本
廣
四
さ
ん
（
議
会
推

薦
）、
情
報
委
員
長
に
小
野
沢

さ
つ
き
さ
ん
（
木
島
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

氏　　　　名
地区、行政区
所属委員会等

全
国
農
業
新
聞
は

　
　
　
旬
の
情
報
が
満
載

　
「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、

農
家
の
み
な
さ
ん
の
栄
養

源
と
な
る
農
業
施
策
や
経

営
戦
略
、
新
技
術
、
都
市

と
農
村
の
交
流
、
農
村
を

支
え
る
グ
ル
ー
プ
の
活
躍

す
る
姿
な
ど
役
立
つ
情
報

が
満
載
で
す
。

　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
購
読
さ
れ
ま
す
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

なお、順序は総会
議席番号順です。


